
⼤規模な災害が発⽣すると、⼀度に⼤量のごみが出てきます。

⼀⽇も早い復旧・復興のためには、災害廃棄物を分別して、

適切に処理することが不可⽋です。

このパンフレットでは、災害に備えて、

住⺠の皆様に災害時のごみの出し⽅をお知らせします。

災害時には、災害廃棄物のほか、日常の生活ごみ、避難所ごみ、し尿の処理が必要です。

災害廃棄物には、災害で壊れ

た家や建物を、解体して出て

くる木くずやコンクリートなど

があります。また、被災した自

宅内の壊れた家具、畳などの

「片付けごみ」があります。

生活ごみは、家庭から出て

くるごみです。生ごみなどの

燃やすごみ、空きカン、空き

ビンなどの資源物などがあ

ります。災害時も平常時と

同様に出てきます。

片付けごみを一時的に保管する場所です

片付けごみ

収集

収集

災害時は⼤量のごみが発⽣して、処理に多くの時間がかかります。

災害廃棄物をできるだけ出さないために、日ごろから備えておきましょう。

家具や電化製品は、転倒防止器具等で壁に固定して、倒れにくく

することで、災害時の破損等を防止できます。

不要なものは、⽇頃からリサイクル

ショップやフリマアプリなどで処分し

ておくことで、災害時のごみを減らす

ことができます。

市⺠の「命を守る」の観

点から、災害に対する事

前の備え、発災時の対処

法や地域ごとの防災ハ

ザードマップを掲載して

います。

暮らしに役⽴つ情報を提供する

アプリです。普段の生活情報のほ

か、防災マップや避難所情報など

多様な情報を提供しています。
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⽚付けごみをご⾃宅前に出す場合は、⾞の通⾏の妨げに

ならないようにしてください。

災害で被災して出てくる片付けごみには、

様々な種類があります。

分別の種類や出し方は、発災後に

市のホームページ等でお知らせします。

畳などの可燃性のごみを⾼く積み上げて、⻑

時間仮置きすると、火災が発生して大変危険

です。仮置場では、分別ルールに従ってごみ

を置いて下さい。

仮置場以外の場所に、無秩序にごみ

を置いて放置されると、悪臭や害虫

が発生するなど、生活環境が悪化し

ます。指定された場所以外に片付け

ごみを出さないでください。また、災

害と関係ないごみを片付けごみと

して出さないでください。

災害時のごみの出し方は、被災状況によって異なります。

発災後に市のホームページ等でお知らせしますので、確認して出してください。

割れたガラスや陶磁器

通常どおり決められた曜日に出してください。
※被災して収集できない場合や、収集⽇が変更となる場合があります。

災害時は、災害ごみの収集を優先する場合があ

ります。市から収集についてお知らせするまで、

ご⾃宅で分別保管に努めてください。

仮置場が設置され

ない地域では、ご自

宅前 ・ごみステー

ションに、可燃系、

不燃系に分別して

出してください。

災害でごみが⼤量

に発生すると、片付

けごみ専用の仮置

場を開設する場合

があります。指定さ

れた場所に分別し

て出してください。
壊れた家電製品

じゅうたん、布団など

畳

壊れた家具

※災害の規模に応じ、災害ボランティアセンターを開所（開設）する場合があります。災害廃棄物の搬出などが困難な高齢者や障害のある方

など支援が必要な方は、まずはご相談ください。

仮置場が開設された地域の場合でも、

割れたガラスや陶磁器などの小さな片

付けごみは、ごみステーションに不燃ご

みとして出してください。

写真出典︓災害廃棄物対策フォトチャンネル（http://kouikisyori_env.go.jp/photo_channel/)，災害廃棄物対策指針技術資料


